
  

＜２学期期末テストを実施＞ 
今週の水、木の２日間にわたり、２学期の期末テストが行われました。１学期と比べて、計

画的に復習が進められたかどうかが、振り返る大事な点です。また、前回同様にテスト後の復
習が何よりも大事です。ほっと一息ついた後で構わないので、答案が返されたら、できなかっ
たところをしっかり復習することが、次の学習に生かされます。 

 

＜ヤングアメリカンズ生徒会サミット公演＞ 
市教育委員会が主催して進められたヤングアメリカンズの公演 

が、１１月１８日（日）にいわき明星大学で開催されました。 
本校からも７名の生徒と教師１名が参加しました。１６日（金） 

から練習などが始まり、リハーサルの後、１８日の１６：３０か 
ら開演となりました。ヤングアメリカンズは基本的に英語とジェ 
スチャーで説明などを行います。その中で、自分の可能性を信じ 
ること、自由に自分らしく表現することなどを伝えてくれます。 
その集大成が最終日の公演です。参加した生徒たちは、きっと、 
今までにない自分を発見できたと思います。 

 

＜いじめ根絶作品表彰式＞ 
過日、いじめのない・子どもが輝くまちづくり推進本部が主催する、「いじめ根絶作品（作 

文・標語・ポスター）」に、本校生徒の代表が出品しました。厳正な審査の結果、標語部門 
（中学生の部）で、３年生の作品が、見事、優秀賞を受賞しました。その表彰式が、１１月 
２１日（水）に行われました。標語の応募総数は３，６０５点で、その中から、最優秀賞１ 
名、優秀賞１名、優良賞１名、佳作２名の計５名が表彰となりました。 
いじめは許される行為ではありません。それは誰もが知っていることです。大事なことは

「しない・させない・見逃さない」ことです。「自分がされて嫌なことは、他の人にしない」 
「誰もが、一人一人尊い存在である」「みんな違って、みんないい」、このような考えを共有 
していけば、いじめは起こらないと思います。 

 
＜１１月２４日は和食の日＞ 

今週の１１月２４日（土）は「和食の日」となっています。これは、日本人の伝統的な食 
文化について見直し、和食文化の保護・継承の大切さについて考えるために設けられた日で 
す。 
「和食」は平成２５年の１２月４日に、ユネスコ無形文化遺産に登録されました。「和食」 

を料理そのものではなく、「自然を尊ぶ」という日本人の精神に基づいた「食」に関する「習 
わし」と位置づけています。「和食」を語る上で特に重要な要素は「出汁（だし）」です。味 
噌汁やすまし汁のベースとなり、煮物やおひたしなど、様々な料理の味を決定づける味の要 
です。「出汁」の素材として最もよく使われるのは昆布と鰹節で、その他、煮干しや野菜、干 
し椎茸、魚の内臓やあら（頭や骨）などがあります。また、鯛や蛤の潮（うしお）汁のよう 
に、具材のうま味をそのまま活かす方法もあります。先日の給食では、「和食の日」にちなん 
で、いわきの郷土料理である「八杯汁」が提供されました。 
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 ＜材料（４人分）例＞ 
 ・さといも  120g 
 ・板こんにゃく 1/4 枚 
 ・にんじん  中 1/4 本 
 ・だいこん  60g 
 ・長ねぎ   1/4 本 
 ・ごぼう   20g 
 ・生揚げ   1/2 枚 
 ・干し椎茸  小４枚 
 ・しょうゆ  大さじ 1.5 
 ・酒     小さじ１ 
 ・塩     小さじ 1/2 
 ・だし汁   520cc 
 ・でんぷｎ  大さじ１ 



＜特別支援教育総合作品展を開催＞ 
明日の２３日（金）～２５日（日）に、いわき・ら・ら・ミュウ２階「ライブいわきミュ 

じあむ」において、第３８回いわき地区特別支援教育総合作品展が開催されます。この作品 
展は、市内の小・中学校の特別支援学級及び県立特別支援学校の児童生徒が作成した作品を 
展示する催しで、特別支援教育に対する啓発と理解を深めるために行われています。時間は 
午前１０時～午後４時までとなっています。ら・ら・ミュウやイオン小名浜に行った際には 
足を運んでみてください。 

 
＜道路横断時の交通安全＞ 

連日のように全国各地で交通事故が発生しています。平成２９年度は約４２万２千件も交
通事故が発生し、約３千７百人の方が亡くなりました。（２４時間以内に亡くなった方のみ） 

 交通事故の中で自動車対歩行者の事故の大半が道路横断中に発生しています。そして、この 
道路横断中での死亡事故の７割は横断歩道以外で発生しています（この中で、歩行者側にも 
法令違反があるのは約８割）。このような事故をなくし、大切な命を守るためにも、運転者・ 
歩行者とも交通ルールを守ると共に、交通事故防止の意識を高く持って行動することが大事 
だと思います。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜交通遺児育英会奨学金の案内＞ 

公益財団法人交通遺児育英会から、奨学金の案内が届きました。概要は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

月 日 曜日 給食 お  も  な  行  事 

１１月２６日 月 〇 放送朝会 集金日 ３年学力テスト 

１１月２７日 火 〇 カウンセラー来校 

１１月２８日 水 ✕ 
ノー部活デー 学びのスタンダード授業公開（13:10～14:00） 

※公開授業の学級以外は昼食なしで 11:30に下校 

※公開授業のある学級は昼食持参で 14:10に下校 

１１月２９日 木 〇  

１１月３０日 金 〇 Ｂ日課 職業講話「地域から学ぶ」 

 

来週の予定 

 ＜道路横断中の交通事故をなくすために＞ 

 【運転者が気をつけること】           【歩行者が気をつけること】 

  ①３つの１０                  ①道路横断 

   ・１０分早めの出発               ・道路横断は横断歩道を利用する 

   ・１０％の減速                 ・信号機のある横断歩道を利用する 

   ・十分な車間距離                ・信号機のない横断歩道を利用する 

  ②横断歩道に関わる交通ルール            場合は、左右の確認を十分に行う。 

   ・横断歩道手前における減速義務        ②歩行者に関わる法令 

   ・横断歩道における歩行者優先義務        ・横断歩道がある付近の道路では横断 

   ・横断中、横断しようとする歩行者の保護      歩道で横断する。（道交法 12条） 

    （横断歩行者妨害等として指導の対象となる）  ・車両等の直前又は直後で道路を横断 

                            してはいけない。（道交法 13条） 

＜交通遺児育英会奨学金制度の概要＞ 

 １ 保護者が交通事故で死亡・重度後遺障害となった家庭のお子様が対象 

 ２ 高校生以上の生徒・学生に貸与 

 ３ 奨学金は無利息 

 ４ 奨学金 月額２万円～４万円 

 ５ 入学一時金貸与制度 ２０万円～６０万円（１年次１回限り） 

 ６ 返還は最長２０年 

 ７ 入学前の予約申請制度あり（是非ご利用ください） 

 ８ 「海外語学研修」「奨学生の集い」などの制度あり（本会が費用負担） 

  ※公益財団法人交通遺児育英会ホームページ http://www.kotsuiji.com 

  ※申込を希望される場合は、本校３学年担当までお申し出ください。 

http://www.kotsuiji.com/

